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西牟婁 教組 Ｎ. Ｈ.  

21 憲法施行 71 年―今こそ、くらしに憲法を生かそう 

 ずっと話を聞きたいと思っていた楾先生の分科会に参加しました。「憲法」とは何な

のか、とても分かり易く面白く教えてもらえました。国民が憲法の内容をよく知らない

のも、政治に興味がなくて選挙に行かないのも、今の教育の在り方と 

深く関わっていると改めて感じ、私たちの責任の重さも感じました。 

 とても気さくな先生で、ぜひまた和歌山へお呼びしたいと思いました。 

特に、教職員向け、子ども向けの講演会を企画したいと思いました。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

11 月 14 日(水) 本日の母連対県交渉は 28 項目の要求で 

 本日はごくろうさまです。これまでの要求に、今年の第 63 回和歌山県母親大会(日高

川町)の申し合わせ事項にまとめられた要望を追加して、28 項目を提出しています。 

毎年、いろんな団体による対県交渉が行われますが、本日の母親対県交渉は、女性の

力で準備し女性主体で取り組まれるものです。女性独特の目線で、「教育・子育て」「社

会保障」「くらし」に関する切実な諸要求の実現を要望しましょう。「カジノ」などでは

なく、現行憲法を遵守し、住民が住んで良かった、子育てしやすい、暮らしやすいと実

感できるような安全・安心の諸制度や福祉の充実を最優先する県政を求めましょう。 

尚、「子ども医療費助成の義務教育終了までの拡充」を県に求める署名は、すでに、

3,038 筆（母連、和教組、和高教、新婦人 全視協）を届け、９月県議会には陳情書を

提出しました。さらに、本日、２回目の署名 641 筆を手渡します。（民医連 他） 

県が「子育て支援策を重視」するというなら、何よりも「命と健康に関わる子ども医

療費助成の年齢引き上げ」こそ、住民の切実な声に応えて努力している市町村任せのま

まにせず、他府県のように主体的に取り組むよう強く要望したいと思います。 

生命を生みだす母親は 

生命を育て 

生命を守ることをのぞみます 

 

第 64 回日本母親大会 in 高知（和歌山県より、大人 40 名、子ども 4名参加) 

～８月 26 日 分科会参加者の感想から③ 
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15 青い地球を子どもたちに－地球温暖化 いま私たちにできること 

和歌山市 新婦人 Ｍ. Ａ. 

このようなテーマは初めてで、温室効果ガスが地球温暖化を招いてい 

をるということは何となく知っていたが、それが気候変動を引き起こし、 

人類の生存を脅かしているという話は衝撃的だった。地球の温暖化のせ 

いで想定外の巨大な台風やハリケーンが発生し、住居を壊されたり命を 

落としたりという状況になるということは理解できる。が、気候変動が 

シリアの紛争・難民問題を招いた分析する学者もいるという紹介には驚いた。 

 2015 年 12 月のＣＯＰ21 の「パリ協定」は、世界の気候上昇を産業革命前の 1.5°C 

未満に抑えることとした。世界中で努力することとなったが、今日本では石炭火力発電

所の建設が(私たちの知らないうちに)急ピッチで進められている。石炭火力発電は天然

ガス発電の２倍のＣＯ2 を排出し、パリ協定に逆行するものである。また、言うまでも

なく、原発は事故リスクや核のゴミなど問題だらけである。日本は風力、太陽光、小水

力、地熱など再生可能(自然)エネルギーに恵まれた国である。技術も持ち合わせている

のだから、国や電力会社は再生エネルギーをもっと大幅に導入して、低酸素社会・経済

をめざすしくみづくりを進めていくべきだと助言者は力説された。 

 私たちにできることは、パワーシフト(電力会社を選ぶ)、市民・地域主導で再生可能

エネルギー導入を進める、運動を拡げる等々、新たな課題を示された。 

 

26 文化で地域を元気に                   伊都 母連 Ｓ. Ｓ. 

 「はちきんとは」のサブテーマで、コーディネーターが楽しく話を進めてくれました。

まんが家のくさかさんは、『ヘルプマン』という介護をテーマとした作品を描いている

そうですが、正論だけで押すのではなく、うまく工夫して自尊感情を傷つけず介護して

いくエピソードがおもしろかったです。 

 高知の女性の強くしたたかだけど、しなやかな生き方に感心しました。高知県立大学

の先生のお話の中で、「長生きするには、ちょっとわがままが良い」という言葉も心に

残りました。『100 歳まで元気に生き抜く」が申し合わせ事項になりました。 

＊第 64 回日本母親大会の参加者感想文の掲載は、以上で終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの予定…各地での取り組み・ご参加をお願いします。 
＊12.8 平和行動・・・本日、赤紙をお渡しします。 

＊2019．2.2～3(土－日) 第 52 回近畿ブロック母親運動学習会 in 奈良市 

＊3.8 国際女性デーの取組み・・・各地で取り組みましょう。 

＊第 64 回和歌山県母親大会 in 橋本市 6.16(日)  

橋本市内小学校と産業文化会館アザレア(予定) 

＊第 65 回日本母親大会 in 静岡市 8.24～25(土…分科会 日…全体会) 

      今からワンコイン貯金を始めて、多数のご参加をお願いします。 
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